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就
職
支
援
協
定
を
結
ん
で

い
る
新
潟
県
の
高
井
盛
雄
副

知
事
が
６
月
20
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
就
職
な
ど
に
つ
い
て
新

潟
県
出
身
学
生
と
懇
談
し

た
。
出
席
し
た
の
は
冨
所
陽

太
さ
ん
（
経
営
３
）、
唐
澤

美
希
さ
ん（
人
間
科
学
３
）、

金
安
佐
世
子
さ
ん
（
人
間

科
学
２
）、
伊
藤
涼
平
さ
ん

（
文
１
）、
桑
原
航
弥
さ
ん

（
文
１
）
の
５
人
。

　「
地
元
を
離
れ
一
人
暮
ら

し
を
し
て
価
値
観
が
変
わ
っ

た
。
そ
し
て
、
改
め
て
新
潟

の
良
さ
が
わ
か
っ
た
」
と
金

安
さ
ん
。
就
職
に
つ
い
て
は

５
人
の
中
で
も
、
地
元
に
帰

り
た
い
と
い
う
意
見
と
、
若

い
う
ち
は
首
都
圏
で
働
き
た

い
と
い
う
意
見
に
分
か
れ

た
。
冨
所
さ
ん
は
、
実
際
に

出
身
県
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
す

る
学
生
は
30
％
程
度
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、「
知
り
合

い
の
話
を
聞
く
と
、
Ｕ
タ
ー

ン
希
望
の
ほ
と
ん
ど
が
公
務

員
か
金
融
。
も
っ
と
民
間
企

業
の
情
報
を
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
要
望
。
高
井
副
知
事

は
「
暮
ら
し
や
す
さ
も
含
め

て
、
新
潟
の
生
の
情
報
を
広

く
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
同
県
の
就
職
情
報
サ
イ
ト

に
登
録
し
て
い
る
と
い
う
唐

澤
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
都
内

　
岩
手
県
と
大
学
が
連
携

し
、
同
県
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
の
促
進
を
支
援
す
る

「
岩
手
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
ク
ラ

ブ
」
が
発
足
、
本
学
が
加
盟

し
た
。
ク
ラ
ブ
に
は
首
都
圏

を
中
心
に
大
学
・
短
大
49
校

が
加
盟
。
県
が
就
職
情
報
の

提
供
や
就
職
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
支
援
な
ど
を
行

い
、
大
学
側
は
学
生
へ
の
情

報
提
供
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
６
月
16
日
、
都
内
で
発
足

式
が
あ
り
、
加
盟
大
学
に
達

増
拓
也
知
事
か
ら
岩
手
県
産

の
杉
で
作
ら
れ
た
会
員
証
が

贈
ら
れ
た
。

　
加
盟
大
学
を
代
表
し
て

佐
々
木
重
人
学
長
が
あ
い
さ

つ
。
本
学
の
２
０
１
８
年
３

月
卒
業
生
の
う
ち
岩
手
県
出

身
者
は
24
人
で
、
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
が
６
人
、
Ｉ
タ
ー
ン
就

職
が
４
人
だ
っ
た
こ
と
を
紹

介
し
、「
積
極
的
に
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
で
、
在
学
中

に
多
く
の
企
業
情
報
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
支

援
し
て
い
く
の
が
大
学
の
役

　
石
川
県
は
、
北
陸
新
幹
線

金
沢
開
業
か
ら
４
年
目
を
迎

え
、
今
な
お
国
内
外
か
ら
多

く
の
方
々
が
訪
れ
、
金
沢
城

公
園
や
兼
六
園
を
は
じ
め
と

す
る
藩
政
期
か
ら
続
く
伝
統

的
な
街
並
み
や
、
霊
峰
白

山
、
世
界
農
業
遺
産
「
能
登

の
里
山
里
海
」
な
ど
の
美
し

い
自
然
景
観
、
新
鮮
な
海
山

の
幸
な
ど
、
多
彩
な
魅
力
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
の
加
賀

藩
前
田
家
に
保
護
さ
れ
、
発

展
し
た
職
人
技
や
匠
の
技
術

が
36
種
類
も
の
伝
統
工
芸
と

し
て
今
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
な
ど
、
加
賀
百
万
石
の
歴

史
や
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た

質
の
高
い
文
化
は
本
県
の
魅

力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
こ
う
し
た
土
壌
か
ら
、
本

県
に
は
、
高
い
技
術
力
を
持

つ
も
の
づ
く
り
企
業
が
多
く

集
ま
り
、
全
国
で
ト
ッ
プ
シ

ェ
ア
を
誇
る
企
業
や
、
グ
ロ

ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
企
業
な

ど
、
優
れ
た
特
徴
を
持
つ
企

業
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
多
く

の
優
秀
な
人
材
を
求
め
て
い

ま
す
。

　
生
活
面
で
は
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
よ

り
、
子
育
て
環
境
は
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
。
共
働
き
で
も

安
心
し
て
子
育
て
が
し
や
す

く
、
女
性
が
希
望
に
応
じ
た

キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
質
の
高
い
文
化
や

豊
か
な
自
然
な
ど
、
余
暇
も

十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
県
内
は
、
道
路

網
が
く
ま
な
く
整
備
さ
れ
、

空
港
も
２
カ
所
あ
り
、
三
大

都
市
圏
を
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間

半
で
結
ぶ
鉄
道
網
な
ど
交
通

の
利
便
性
も
高
く
、
大
変
暮

ら
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
魅
力
あ
ふ
れ
る
本
県
で
、

一
人
で
も
多
く
の
専
修
大
学

の
学
生
の
皆
さ
ん
に
就
職
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
昨
年
１
月
に
、
就
職

支
援
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
協
定
に
基
づ
き
、
本
県

へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
情
報

の
提
供
や
、
学
内
で
開
催
さ

れ
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

へ
の
相
談
員
派
遣
な
ど
、
本

県
に
就
職
を
希
望
す
る
学
生

の
皆
さ
ん
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
東
京
駅
前
の
Ｉ

Ｌ
Ａ
Ｃ
東
京
に
、
本
県
へ
の

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
窓
口
を
設

置
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
県
内
の
企
業
情
報
、
暮
ら

し
の
相
談
、
企
業
の
社
員
の

方
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
る
交
流
会
イ
ベ
ン
ト
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
皆
さ
ん
が
、
石
川
県
で
夢

や
希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
本
県
の
未
来

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

加
賀
百
万
石
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

 

石
川
県
で
豊
か
な
暮
ら
し
を

【ジョブNAVI石川】 https://jobnavi-i.jp/

【いしかわ移住UIターン相談センター】 http://ishikawa-note.jp/

会員証を持つ佐々木学長（右）と達増知事

岩
手
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
ク
ラ
ブ
に
加
盟

佐
々
木
学
長
「
地
域
の
発
展
に
貢
献
」

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た

就
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
が
６
月
26
日
に
開
催
さ

れ
た
。

　
就
労
の
た
め
の
訓
練
な
ど

を
行
う
就
労
移
行
支
援
事
業

所
が
大
学
卒
業
年
次
に
利
用

可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
就
職
課
の
主
催
で
、
大

学
と
し
て
初
め
て
開
催
。
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
実

際
に
障
が
い
者
を
雇
用
し
て

い
る
企
業
の
事
例
な
ど
も
紹

介
さ
れ
、
専
大
生
に
加
え
他

大
生
や
保
護
者
な
ど
が
熱
心

に
聴
き
入
っ
た
。

　
参
加
者
は
「
就
労
移
行
支

援
に
関
す
る
情
報
を
ど
こ
で

得
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状

態
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う

な
機
会
は
あ
り
が
た
い
。
で

き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。
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割
だ
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、「
ク
ラ
ブ
に
は
多

く
の
大
学
が
参
加
し
て
お

り
、
こ
れ
を
機
に
、
就
職
以

外
の
面
で
も
連
携
し
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と

話
し
た
。

　
本
学
が
自
治
体
と
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
支
援
協
定
を
結

ぶ
の
は
25
件
目
と
な
る
。

で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
県
側
か
ら
は
、
県
内
で
の

就
職
活
動
や
イ
ン
タ
ー
ン
に

か
か
る
交
通
費
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
や
、
Ｕ
タ
ー
ン

情
報
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
な
ど

が
あ
っ
た
。
ふ
る
さ
と
新
潟

で
の
暮
ら
し
の
魅
力
を
紹
介

し
、
有
意
義
な
学
生
生
活
を

送
る
よ
う
激
励
し
た
。

初の就活セミナー開催

福祉サービスの活用法紹介

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
就

活
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
セ

ミ
ナ
ー

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

高井副知事（右）に就職への希望などを語る新潟県出身学生

　
地
方
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
や
就
職
を
希
望
す
る
学

生
を
支
援
す
る
「
実
家
で
く

ら
す
、
地
元
で
働
く 

Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
を
考
え
る
合

同
説
明
会
」
が
６
月
22
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
約
１
１
０
人
が
参
加
し

た
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
事
務
課
と
就
職
課
の

主
催
。
３
回
目
の
開
催
と
な

っ
た
今
回
は
、
専
修
大
学
が

就
職
支
援
協
定
を
結
ぶ
な
ど

し
て
い
る
23
道
県
、
１
政
令

指
定
都
市
の
担
当
者
が
ブ
ー

ス
を
設
け
、「
実
家
に
戻
っ

て
暮
ら
し
た
い
」「
地
元
で

働
き
た
い
」「
首
都
圏
以
外

多くの学生が参加したＵ･Ｉ･Ｊ ターンを

考える合同説明会＝生田キャンパス

生田キャンパス　24自治体が参加

で
働
き
た
い
」
な
ど
と
い
っ

た
学
生
の
相
談
に
応
じ
た
。

　
同
時
に
Ｌ
Ｏ
活
（
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ａ
Ｌ
＋
就
活:

地
方
就
職
に

役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
厚

生
労
働
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
に
よ
る
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
準
備
講
座
」
も
開
催

さ
れ
、
夏
期
休
暇
中
に
参
加

を
希
望
す
る
学
生
が
有
益
な

話
を
聞
い
て
い
た
。

　
青
森
県
出
身
の
秋
山
沙
希

さ
ん
（
商
３
）
は
「
小
さ
い

頃
か
ら
北
海
道
の
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
が
好
き
で
、

観
戦
の
た
め
頻
繁
に
足
を
運

ん
で
い
た
。
将
来
は
北
海
道

へ
の
Ｊ
タ
ー
ン
を
考
え
て
お

り
、
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
自
分
に
合
う
職
業
を
見

つ
け
た
い
」
と
話
し
た
。

　
参
加
し
た
自
治
体
か
ら
は

「
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
に
関

心
の
高
い
学
生
と
話
が
で
き

て
良
か
っ
た
」
と
い
う
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

新
潟
出
身
学
生
が
副
知
事
と
懇
談

夏は地方でインターン

UIターン就職促進協定締結自治体
� （2018年７月10日現在）　
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